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＜１．開 会 ＞ 

書 記  

 

 

＜２．次 長 挨 拶 ＞ 

書 記  

 

栗 田 幹 事  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【  開 会 前  】  

お忙しい中ご出席いただきまして，誠にありがとうございます。

定 刻 と な り ま し た の で ， 只 今 か ら ，「 第 ２ 回 宇 都 宮 市 景 観 審 議

会」を開会いたします。  

 

開会にあたり，都市開発部次長より，ごあいさつ申し上げます。

 

都 市 開 発 部 次 長 の 栗 田 で ご ざ い ま す 。  

本 日 は ， 本 年 度 最 初 の 審 議 会 と な り ま す の で ， 開 催 に あ た り

ま し て ， 一 言 ご 挨 拶 申 し 上 げ ま す 。  

委 員 の 皆 様 に は ， 何 か と お 忙 し い と こ ろ ，また暑い中，ご 出

席 い た だ き ， 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

さて， 昨 年ご審 議 いただ き ました 「 宇都宮 市 景観計 画 」につ き

ましては，本年１月から施行しているところでございます。  

景観計 画 の策定 に あたり ま しては ， 委員の 皆 様より 様 々なご 意

見を頂 き ，より よ い計画 を 策定す る ことが 出 来まし た 。この場を

かりまして，あらためてお礼申し上げます。  

また，本市では，３月に「第５次宇都宮市総合計画」を策定し，

まちの 魅 力を高 め る都市 空 間の創 出 に向け た 「魅力 あ る景観づく

りの推 進 」を重 点 課題の 一 つに掲 げ ，地域 特 性を活 か した魅力あ

るまちづくりを進めているところであります。  

本日は ， その取 組 の柱で あ ります 「 景観形 成 重点地 区 」の指 定

内容に つ いて， ご 審議い た だきた い と考え て おりま す 。この重点

地区の 指 定につ き まして は ，本日 ご 審議を 頂 きます 「 宇都宮駅東

口地区 」 を皮切 り に，今 後 さらな る 重点地 区 の地区 拡 大を考えて

おります。  

また， 昨 年から 今 年にか け まして ， 色彩景 観 ガイド ラ インの 策

定や屋 外 広告物 規 制の見 直 しなど 様 々な景 観 施策を 進 めており，

その概要についても併せて，ご報告させていただきます。  

本日お集まりの委員の皆様方には，今後とも，様々な観点から，

ご意見 ， ご提言 を いただ き ，活力 と 魅力の あ る景観 形 成を推進し

てまい り たいと 考 えてお り ますの で ，ご指 導 ご支援 の ほど，宜し

くお願い申し上げます。  
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＜資 料 確 認 ＞ 

書 記  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜３．出 席 者 紹 介 ＞  

書 記  

 

 

 

 

 

松 澤 委 員  

 

＜臨 時 幹 事 紹 介 ＞ 

書 記  

 

 

ありがとうございました。  

次に，本日の会議資料について確認させていただきます。  

先日，送付いたしました，  

・宇都宮市景観審議会委員名簿  

・第２回宇都宮市景観審議会次第  

・資料 １ 「景観 形 成重点 地 区の指 定 に伴う 宇 都宮市 景 観計画の変

更（案）について」  

内容説明資料Ａ３版（資料１－１，資料１－２）  

・資料２「宇都宮市景観計画変更（案）」冊子  

・参考資料１「色彩基準（案）」  

・参考資料２「景観形成重点地区（素案）に関する公聴会（結果）

について」  

・資料３「景観施策の取組状況について」  

・参考資料３「色彩景観ガイドラインについて」  

・参考資料４「屋外広告物規制の見直しについて」  

・参考資料５「宇都宮市景観アドバイザー制度について」  

・関係資料「宇都宮市景観審議会関係資料」  

となります。  

 

以上不足しているものがありましたら，お知らせください。

よろしいでしょうか。  

 

ここで ， 今回か ら ，役員 の 改選に よ りまし て ，新し く 委員とな

られました方をご紹介したいと思います。  

第２号 委 員とし て ，屋外 広 告美術 協 同組合 理 事長の 松 澤  一 男

（まつざわ  かずお）委員です。  

今後何かとお世話になりますが，よろしくお願い申し上げます。

 

松澤です。よろしくお願いします。  

 

また， 本 日の付 議 案件に 関 しまし て ，臨時 幹 事とい た しまして

駅東口整備推進室長が出席しております。よろしくお願いします。
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芳 賀 幹 事  

 

書 記  

 

 

藤 本 会 長  

 

 

 

 

＜定 足 数 報 告 ＞ 

書 記  

 

 

 

 

藤 本 会 長  

 

 

 

 

＜傍 聴 者 有 無 ＞ 

書 記  

 

 

藤 本 会 長  

 

 

 

藤 本 会 長  

 

 

 

 

駅東整備推進室長の芳賀です。よろしくお願いします。  

 

それでは，早速議事に入りたいと思います。  

藤本会長，議事の進行をよろしくお願いいたします。  

 

忌憚の な いご意 見 をいた だ きなが ら ，効率 的 に会議 を 進めたい

と思いますので，ご協力をよろしくお願いいたします。  

 

続きま し て，議 事 に入り ま す前に ， 事務局 よ り本会 の 成立につ

いての報告をお願いします。  

 

本日の会議でございますが，現在出席委員は９名でございます。

これは ， 宇都宮 市 景観条 例 施行規 則 第３条 に ござい ま す『審議会

は委員 の 過半数 の 出席を も って開 催 する』 旨 を満た し ております

ので，会議の成立をご報告いたします。  

 

事務局 の 説明の と おり， 本 会議は 成 立して お ります の で，ただ

いまから，「第２回宇都宮市景観審議会」を開会いたします。  

 

続きま し て，本 審 議会の 「 公開」 に ついて で すが， 事 務局より

本日の傍聴者の報告をお願いします。  

 

本日の会議については，傍聴定員 20 名のところ，現在，傍聴者

は１名となっていることをご報告いたします。  

 

本日の議案は，諮問事項が１件，報告事項が１件でございます。

本日の 議 事案件 に つきま し て，会 議 は公開 と させて い ただきま

す。  

 

審議の 公 開に際 し ，傍聴 者 の方へ 申 し上げ ま す。お 手 元の「傍

聴要領 」 に記載 し てある こ とをよ く お読み に なって ， 守っていた

だきますようお願いします。  
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＜議 事 録  

署 名 委 員 指 名 ＞ 

藤 本 会 長  

 

＜４．議 事 ＞ 

藤 本 会 長  

 

 

 

関 幹 事  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それで は ，会議 次 第に従 い 会議を 進 めてま い ります が ，まず，

当運営 要 領第３ 条 に基づ き まして ， 本日の 会 議の議 事 録署名委員

といた し まして ， 岡田  義 治委員 と 赤羽  薫 委員の 両 名を指名い

たします。よろしくお願いいたします。  

 

それでは，会議次第に従い，会議を進めてまいります。  

まず ， 事 務局 よ り 説明 を い ただ き ， その 後 ， ご質 問 ， ご意 見 を

いただきたいと思います。事務局より説明をお願いします。  

 

 それでは，諮問事項（１）「景観形成重点地区の指定に伴う宇都

宮市景観計画の変更（案）について」ご説明いたします。  

Ａ４版の資料１をご覧ください。  

まず， 趣 旨であ り ますが ， 宇都宮 駅 東口地 区 におけ る 「景観 形

成重点 地 区」の 指 定に伴 う 「宇都 宮 市景観 計 画」の 変 更（案）が

まとま り ました の で，そ の 内容等 に ついて 諮 問する も のでありま

す。  

１の変 更 の理由 で ありま す が，宇 都 宮駅東 口 地区は ， 県都・ 宇

都宮の 玄 関口と し て高次 な 都市機 能 の集積 を 図り， 関 東北部地域

をリー ド する新 た な広域 交 流拠点 づ くりを 目 指し， 本 市の顔とし

て北関 東 唯一の ５ ０万都 市 の魅力 と 風格を 備 えたま ち づくりを推

進しております。  

このよ う なこと か ら，当 地 区は， 宇 都宮を 印 象付け る 重要な 地

区であ り ，新た な 都市拠 点 にふさ わ しい風 格 ある都 市 景観を創出

するため，「景観形 成重点地 区」に指 定し，「宇 都宮市景 観計 画 」

を変更しようとするものであります。  

２の経 過 であり ま すが， 昨 年，平 成 １９年 の ８月か ら ，重点 地

区内の 地 権者の 方 々を対 象 に良好 な 景観形 成 のため の 協力の要請

をする と ともに 庁 内での 検 討を重 ね ながら ， 本年， の ２月に地区

内の地 権 者を対 象 に第１ 次 の素案 を 提示し ま して， そ れぞれの地

権者の 方 々との 意 見交換 を 行って 参 りまし た 。さら に ５月には，

最終素案での意見交換を行いました。  

また， ７ 月７日 に は，公 聴 会を開 催 し，市 民 の皆様 の ご意見を

踏まえまして，本日，景観審議会の開催となったものであります。

３の計 画 の内容 及 び特徴 に ついて で ありま す が，ま ず ，別冊 で
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綴じて あ ります 宇 都宮市 景 観計画 （ 変更案 ） の資料 ２ をご覧い頂

きたいと思います。  

今回の 宇 都宮駅 東 口地区 の 重点地 区 指定に 伴 いまし て ，現在の

「宇都 宮 市景観 計 画」を 変 更する こ とにな り ます。 １ 枚めくって

頂きま し て，目 次 をご覧 い 頂きた い と思い ま すが， 第 １章の景観

計画の 区 域や第 ２ 章の良 好 な景観 形 成に関 す る方針 な ど，景観形

成重点 地 区に関 わ る項目 に つきま し て，ア ン ダーラ イ ンで表示し

ております部分を変更追加するものであります。  

内容につきましては１３ページをお開きください。  

こちらに重点地区の区域を掲載しております。  

また，３２ページをお開きください。  

こちら は 宇都宮 駅 東口地 区 の景観 形 成重点 地 区にお け る基本 方

針を述べております。  

次に３５ページをお開きください。  

こちらは，重点地区における行為の制限を記載しております。

また，３９ページから４０ページには，主に屋外広告物の制限，

４２ペ ー ジから ４ ７ペー ジ にかけ て 駅東口 地 区にお け る景観重要

公共施設について述べております。  

このように，今後，景観形成重点地区や推進地区などを新たに

指定す る に当た り ，景観 計 画に順 次 ，追加 し ていく 仕 組みとなっ

ております。  

それで は ，これ ら の詳し い 内容に つ きまし て ，ご説 明 させてい

ただきます。  

お手元の資料１－１をご覧いただきたいと思います。  

まず，（１）の景観形成の目標及び基本方針でありますが，景観

形 成 の 目 標 に つ き ま し て は ，「 新 た な 都 市 拠 点 に ふ さ わ し い 美 し

く魅力的な都市景観の形成を図る」ことを目標に掲げております。

また， 景 観形成 の 基本方 針 につき ま しては ， ５つの 方 針を述べ

ております。一つ目は，「県都・宇都宮の玄関口に相応しい個性的

で風格あ る街並み を形成す る」，二つ 目は，「四 季を感じ る宇 都 宮

らしい豊 かな水と 緑を配置 する」，三 つ目は，「 宇都宮の 歴史 ・ 文

化を感 じ るとと も に，２ １ 世紀の ま ちづく り を予感 さ せる魅力あ

る街並み を形成す る」，四つ 目は，「宇 都宮の活 力を創造 し， 体 現

する街並みを形成する」，そして最後に「５０万市民が誇りと愛着
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を持てる街並みを形成する」，以上５つの方針を掲げております。

次に（ ２ ）の基 本 的な考 え 方とし ま しては ， 一つ目 に 「本市の

玄関口 と して， 産 業，情 報 ，交流 の 拠点に ふ さわし い 風格と賑わ

いのある駅前空間を形成する」，二つ目に「土地の高度利用により

オ ー プ ン ス ペ ー ス を 確 保 し ， ゆ と り が 感 じ ら れ る 景 観 を 形 成 す

る」，三つ目に「樹木の保全や敷地内の緑化を進め，環境と共生し

たうるおいのある景観を形成する」，四つ目に「歩道幅員の確保や

街路樹整備などにより，快適な歩行者空間を創出する」，最後に「本

市の地域資源や地場産材を活用し，宇都宮らしい景観を形成する」

以上の考え方をもとに，景観計画の変更案を策定しております。

次に（ ３ ）の景 観 形成重 点 地区の 区 域であ り ますが ， 左下の 図

にござ い ます「 北 部ゾー ン ，中央 ゾ ーン， 南 部ゾー ン 」の部分に

つきま し ては， 現 在，駅 東 口整備 推 進室に よ り整備 が 進められて

おります土地区画整理事業の区域となります。  

また， そ の区域 の 周辺部 と して， 紫 色のハ ッ チで表 示 しており

ます東 部 ゾーン を 加えま し て，景 観 形成重 点 地区の 区 域としてお

ります。  

続きま し て，右 半 分の（ ４ ）良好 な 景観形 成 のため の 行為の 制

限（案 ） であり ま すが， ま ず，① の 届出対 象 行為と し ましては，

建築物 及 び工作 物 で，建 築 確認が 必 要なも の は全て 届 出対象とい

たしました。  

また， ② の行為 の 制限に つ きまし て は，左 端 の建築 物 及び工 作

物の項 目 で，最 上 段に記 載 してお り ます建 築 物の高 さ の最低限度

につき ま しては ， ピンク の 北部ゾ ー ンにお き まして 駅 東口駅前広

場に面する敷地のみ１２ｍと規定しております。  

次に，形態意匠につきましては，色彩の基準としまして，「北部，

中央， 南 部ゾー ン 」の区 画 整理事 業 の区域 に つきま し ては，日本

工業規 格 であり ま す「マ ン セル値 」 により 別 表１の よ うに色相，

明度，彩度など数値基準を設けております。  

参考としまして，Ａ３版の参考資料１をご覧ください。  

中央に 建 築物等 の 色彩基 準 が各色 相 ごとに ， それぞ れ ，明度 と

彩度の 制 限枠を 設 けてお り ます。 こ の枠内 の 範囲内 で 建築物の屋

根や外 壁 の色彩 を 決めて い ただく こ ととな り ます。 右 側の日除け

テント・屋外広告物の色彩基準につきましても同様となります。
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恐れ入りますが再び資料１－１に戻って頂きたいと思います。

東部ゾ ー ンにつ き まして は ，マン セ ル値の 数 値基準 は 設けま せ

んが， 屋 根・外 壁 の色彩 は 低彩度 ， 高明度 の 色彩を 基 本として頂

くよう規定しております。  

次に， そ の他に つ きまし て は，周 辺 の景観 と 調和の と れた質の

高いも の とする こ とや自 然 素材を 効 果的に 使 用し， 柔 らかな表情

をつく る よう努 め ること ， できる 限 り大谷 石 等の地 場 産材を使用

するよう規定しております。  

次に， 表 の中段 の 建築物 等 の１階 部 分の配 置 ・形態 に つきま し

ては， 壁 面等は ， できる 範 囲で前 面 道路か ら 後退し ， 通りと一体

となっ て 潤いと 賑 わいの あ る空間 づ くりに 努 めてい た だくととも

に，閉 鎖 的なシ ャ ッター を 避け， シ ョーウ ィ ンドー 等 を設置し，

まちの 活 気と連 続 感のあ る 街並み に 配慮す る よう規 定 しておりま

す。  

次に， 駐 車場の 出 入り口 の 位置で あ ります が ，原則 と して駅 東

口広場 通 りに面 し て設置 し ないも の としま す が，敷 地 が駅東口広

場通り 以 外の道 路 に接し な い場合 ， 又は交 通 安全上 若 しくは建築

物の用途上これにより難い場合は除きます。  

また， 形 態意匠 に つきま し ては， 通 りから 直 接見え な いよう 植

栽等に よ る修景 を 行って い ただき ， 立体駐 車 場など を 建築する場

合には ， 先ほど の 別表１ の 屋根・ 外 壁の色 彩 基準を 準 用すること

と致します。  

次に， 日 除けテ ン トであ り ますが こ の地区 は ，商業 地 域でも あ

ります こ とから ， 商業施 設 によく 見 られる 日 よけテ ン トにつきま

して基準を設けることと致しました。  

その基 準 としま し ては， ① として 道 路上に 張 り出す 場 合には ，

路面か ら の高さ を ２．５ ｍ 以上と し ，敷地 境 界から 道 路側に１．

５ｍ以 内 とする こ と。② と して道 路 上に支 柱 を設け な いこと。そ

して， 景 観上調 和 のとれ た 意匠と し ，色彩 の 制限を 右 の別表２の

ように彩度の制限を設けております。  

次に， 照 明であ り ますが ， ショー ウ ィンド ー や公開 空 地などの

照明に つ きまし て は，に ぎ わいと 風 格のあ る 良好な 夜 間景観の形

成に努めていただくこととしております。  

次に， 自 動販売 機 につき ま しては ， 直接， 駅 東口広 場 通りに面
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した設 置 は極力 避 けてい た だき， 設 置する 場 合でも 周 辺の景観に

調和するよう位置，色彩等に配慮していただきます。  

次に， 樹 木の保 全 ・緑化 に つきま し ては， 有 効空地 や 敷地の空

地部分 ， 敷地の 周 囲など に は良好 な 景観を 形 成する た めに植栽等

を積極 的 に行い ， 季節感 の ある花 や 緑を用 い ること で ，まちなみ

に潤いを与える演出に努めていただきたいと考えております。  

最後に ， その他 と しまし て ，市全 域 の景観 計 画の大 規 模対象行

為に該 当 する建 築 物及び 工 作物に つ きまし て は，こ れ らの基準の

ほかに 大 規模行 為 の制限 内 容につ い ても遵 守 してい た だこうと考

えております。  

続きまして，２枚目の資料１－２をご覧ください。  

（５） の 屋外広 告 物の表 示 ・掲出 に 関する 行 為の制 限 （案） で

ありますが，先ほどの建築物等と同様に，「北部，中央，南部，東

部ゾーン」に分けまして，行為の制限を設けております。  

まず， 屋 外広告 物 全体の 共 通基準 と しまし て ，意匠 に つきまし

ては，（１ ）建物や 周辺環境 との調和 がとれた 意匠とし，（２ ） の

色彩に つ きまし て も地色 に 高彩度 色 の使用 を 避け， 周 囲の景観に

調和し た ものと し ていた だ きます 。 ただし ， 高彩度 色 の使用につ

きまし て は，広 告 物の３ 分 の１以 内 で使用 し て頂く こ ととしてお

ります。  

次に， 配 置・位 置 につき ま しては ， 歩行者 の 視点か ら の眺望，

見通しに配慮した表示位置としていただきます。  

次に， 種 別です が ，原則 と しまし て ，自家 用 広告物 の みとさせ

ていた だ きます 。 ただし ， 東部ゾ ー ンにつ き まして は ，建物や周

辺環境 と の調和 が とれた 意 匠とし ， 良好な 景 観形成 を 図る上で支

障のないものにつきましては，特に認めることで考えております。

次に， そ の他と し まして ， 窓面に は 屋外広 告 物を表 示 しない。

ただし，１，２階は除くことと致します。  

また， 広 告物の 照 明につ き まして は ，必要 最 小限の 光 量とし ，

点滅等はしないものといたします。  

また，種類別の基準も設けております。  

まず， 屋 上広告 物 であり ま すが， 区 画整理 区 域内の 「 北部， 中

央，南 部 ゾーン 」 につき ま しては 表 示しな い ことと 致 します。東

部ゾーンにつきましては，既存の土地利用の現状を踏まえまして，
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単色の 箱 文字（ 切 文字） に 限り， 良 好な景 観 形成に 支 障がないも

のであれば，特に認めることといたします。  

次に，突出広告物（袖看板）ですが，「北部，中央，南部ゾーン」

につき ま しては ， 突き出 し 幅は， 建 築壁面 よ り１． ５ ｍ以下，建

物の軒高さ，以下，道路面への突き出しは不可と致します。また，

東部ゾ ー ンにつ き まして は ，道路 面 への突 き 出し幅 を １．０ｍ以

下といたします。  

次に，独立広告物でありますが，一敷地内の表示面積の合計は，

２０㎡以内とします。また，一広告物の高さは，６ｍ以下とし，

複数の 営 業所等 を 集約し た 共同看 板 につき ま しては ， 高さ１０ｍ

までといたします。  

次に， 壁 面広告 物 であり ま すが， 原 則とい た しまし て （１）建

物の３階床高さ以上の部分には表示しないものとします。ただし，

建物名 や 事業所 名 ，社章 な どの表 示 で，箱 文 字等で 壁 面との調和

された 意 匠とし ， これら の 広告物 が ３階床 高 さ以上 の 壁面積の１

０分の１以内であれば，掲出が可能といたします。  

また，（２）の３階床高さ未満，すなわち１，２階の部分につき

ましては，壁面積の３分の１内とし，（３）の箱文字等での壁面と

の調和された意匠として頂きます。  

また， そ の他の 広 告物に つ きまし て は，現 行 の屋外 広 告物条例

の基準を準用していただきます。  

これら が ，屋外 広 告物の 表 示・掲 出 に関す る 行為の 制 限内容 と

なっております。  

具体的 な 景観形 成 イメー ジ につき ま しては ， 左下の イ メージ図

にあり ま すよう に ，建築 物 につき ま しては ， 主に形 態 意匠の制限

としまして，外観は低彩度・高明度を基調として地場産材の活用

有効空 地 の利用 に つきま し ては植 栽 を積極 的 に行う 。 また，屋外

広告物 の 制限に つ きまし て は東部 ゾ ーンを 除 き，原 則 ，自家用広

告物の み として ， 建築物 の 色彩誘 導 イメー ジ や広告 物 のイメージ

などを表現しております。  

次に，右上の（６）景観重要公共施設の位置付けでありますが，

景観法 第 ８条第 ２ 項に規 定 してお り ます景 観 重要公 共 施設につき

まして ， ３つの 公 共施設 を 位置付 け ようと 考 えてお り ます。まず

図で黄 色 で塗り つ ぶした 部 分が駅 東 口駅前 広 場，青 色 の部分が駅
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東口広場通り，薄みどり色が東西自由通路であります。  

これら ３ つを景 観 重要公 共 施設に 位 置付け ま して， 良 好な景 観

の整備に努めていただくことで考えております。  

以上が ， 制限の 内 容及び 景 観重要 公 共施設 の 位置付 け となり ま

す。  

次に， 右 下段の 景 観形成 重 点地区 に おける 規 制強化 （ 案）で あ

ります が ，１点 目 といた し まして ， 左側の 特 定届出 対 象行為の規

定であります。  

この規 定 は，景 観 法第１ ７ 条に規 定 されて お り，変 更 命令や 現

状回復 命 令を可 能 とする も のであ り ます。 こ の規定 を 景観形成重

点地区 内 の行為 に つきま し ては， 赤 の点線 に ありま す ように変更

命令や原状回復命令が行えるよう規定しようと考えております。

次に， 右 側の届 出 対象規 模 の拡大 で ありま す が，現 在 の市内全

域の届 出 対象規 模 につき ま しては ， 高さ１ ０ ｍを超 え るもの又は

建築面 積 １，０ ０ ０㎡を 超 えるも の となっ て おりま す が，矢印右

の重点 地 区の届 出 対象規 模 は，建 築 確認が 必 要なも の すべてを届

出の対象と考えております。  

この特 定 届出対 象 行為に な ります と ，先ほ ど の変更 命 令や現状

回復命令が可能となるものであります。  

次に下 段 の手続 き の流れ で ありま す が，市 全 域の景 観 法第１ ６

条の届 出 につき ま しては ， 違反に 対 して勧 告 までと な っておりま

すが， 重 点地区 内 につき ま しては ， この変 更 命令が で き，これに

違反し ま すと， 景 観法に 基 づく罰 則 の適用 が 可能と な るものであ

ります。  

このよ う なこと か ら，景 観 形成重 点 地区に つ きまし て は，さ ら

に実効性を高めることで考えております。  

再び，Ａ４版の資料１にもどって頂きたいと思います。  

ここで 改 めて３ の 内容及 び 特徴に つ いてで あ ります が ，１点 目

として 土 地区画 整 理区域 以 外にそ の 周辺の 東 部ゾー ン を加えた区

域とし た こと。 ２ 点目と し て建築 物 や工作 物 等に具 体 的な色彩制

限を設けたこと。３点目として屋外広告物の制限を屋上広告物の

禁止や 窓 面への 禁 止など 規 制を強 化 したこ と 。最後 に ，公共施設

につい て 駅東口 広 場や東 西 自由通 路 などを 景 観重要 公 共施設に位

置付けること。以上となります。  
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続きま し て，今 後 のスケ ジ ュール で ありま す が，今 回 の内容に

つきま し ては， 屋 外広告 物 の制限 内 容につ い ても盛 り 込んでおり

ますこ と から， 屋 外広告 物 審議会 を ７月２ ９ 日に開 催 する予定で

あります。  

ま た ,都 市 計 画 の 内 容 に 関 係 す る た め 景 観 法 第 ９ 条 の 規 定 に よ

り，都 市 計画審 議 会での 意 見聴取 を 行う必 要 がある た め，８月１

日に都市計画審議会を開催する予定であります。  

そして ， ９月の 議 会に特 定 届出対 象 行為の 規 定や宇 都 宮駅東 口

地区の 届 出対象 の 拡大な ど を規定 す る景観 条 例の改 正 案を提案い

たしま し て，１ ０ 月には ， 景観形 成 重点地 区 の指定 に 係る宇都宮

市景観計画の変更の告示，施行を予定しております。  

続きまして，参考資料２をご覧ください。  

去る７月７日に行いました景観形成重点地区（素案）に関する

公聴会の結果について報告させていただきます。  

１の縦 覧 の実施 状 況であ り ますが ， 縦覧期 間 としま し て，平 成

２０年 ６ 月６日 か ら６月 ２ ０日ま で ，２週 間 縦覧い た しまして，

縦覧者 ４ 名，そ の 内，意 見 申出者 及 び公述 の 申込者 が ２名でござ

いました。  

これを受けまして，２の公聴会を開催したわけでございますが，

７月７ 日 の午後 ６ 時から 市 役所の 会 議室で 行 い，傍 聴 者６名，公

述人２名により行いました。  

３の意見書の要旨でありますが，  

・景観形成重点地区（素案）の区域について  

・地場産材の活用について  

・樹木等の植栽について  

・景観形成重点地区を決めていく際の市民参加について  

・緑化率の向上について  

が，主な内容となっております。  

詳しい ご 意見の 内 容と市 の 考え方 に つきま し ては， ２ ページ 以

降に記載しておりますが，参考にご覧いただきたいと思います。

ここで の ご意見 を 踏まえ ま して， 素 案に一 部 反映を し ており ま

す。  

資料１－１をご覧いただきたいと思います。  

左上（ ２ ）の景 観 形成の 基 本的考 え 方とし ま して， 下 線が引 い
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てある部分を加えております。一つが「環境との共生」，二つ目が

「本市 の 地域資 源 や地場 産 材を活 用 し，宇 都 宮らし い 景観を形成

する」こちらを加えさせていただきました。  

 また ， 右側の （ ４）良 好 な景観 形 成のた め の行為 の 制限（案）

の②の 行 為の制 限 につき ま して， 表 の建築 物 ・工作 物 の項目の内

形態意 匠 の項目 の その他 で ，地場 産 材の具 体 的な名 称 として「大

谷石等」を加えさせていただきました。  

このよ う に，地 元 権利者 や 事業者 と の意見 交 換を重 ね るとと も

に公聴 会 のご意 見 などを 踏 まえな が ら，宇 都 宮駅東 口 地区を景観

形成重 点 地区の 第 １号と し て指定 す るため 市 民と協 働 で案をまと

めて参りました。  

以上で説明を終わりにします。  

ご審議の程，よろしくお願いいたします。  

 

続きま し て，現 在 の駅東 口 の状況 に つきま し て，写 真 をご覧 い

ただきたいと思います。  

 

【パワーポイントにより，駅東口の現況を写真で紹介】  

 

事務局 か らの説 明 が終わ り ました 。 ご質問 ・ ご意見 等 ありま し

たらお願いします。  

 

 ます ， 資料１ － ２と参 考 資料の １ ，資料 ２ の冊子 で の日よけテ

ントと 屋 外広告 物 の色彩 制 限につ い てです が ，資料 ２ の３８ペー

ジに日 よ けテン ト の色彩 制 限が書 か れてお り ，また 参 考資料１に

おいて も ，日よ け テント ， 屋外広 告 物の色 彩 基準が 書 かれており

ますが ， マンセ ル 値によ る 色彩制 限 の範囲 と して赤 枠 で囲われた

部分と 彩 度の数 値 がずれ て います 。 どちら が 正しい の かずれを直

したほうが良いと思います。  

また， 日 よけテ ン トは， 彩 度１０ の 随分強 い 色調を 使 用して も

問題な い と思い ま すが， 屋 外広告 物 につい て は，大 き さにもより

ますが ， 彩度１ ０ を使う と かなり 強 いもの と なりま す 。参考資料

１に書 か れてい る 「１／ ３ を超え る 部分に お いて使 用 できる範囲

とする 」 とある と ，１／ ３ を超え て 使用で き ると思 っ てしまいま
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す。資料１－２では，「広告物の１／３以内で使用する場合は，こ

の限りではない。」となっており，わかりやすい書き方にした方が

良いと思います。  

 広告 物 の１／ ３ 以内と な る場合 ， 地色の 方 は１／ ３ でなくても

良いのでしょうか。基準の中で明確に示す必要があると思います。

 

 参考 資 料１と 資 料２に 記 載され て おりま す マンセ ル 値の色彩範

囲と彩 度 の数値 に ずれが あ り，こ れ は修正 す る必要 が ありますの

で，修正させていただきます。  

 また ， 広告物 の １／３ 以 内で使 用 する場 合 は，こ の 制限に関わ

らず使 用 できる と いう意 味 で考え て おりま す が，書 き 方や表現方

法については検討いたします。  

  

 １／ ３ を超え た ものに つ いては ， この色 彩 の範囲 内 にするとい

うことですか。  

 

 そうです。  

 

 そう な ると， 屋 外広告 物 の彩度 １ ０は， 全 面に使 え るというこ

とにな り ，大き さ により ま すが， か なり強 い ものに な ると思いま

す。  

 

 地権 者 とのや り 取りで ， この色 彩 につい て ご意見 等 はあったの

ですか。  

 

 地権 者 とのや り 取りで は ありま せ んでし た が，屋 外 広告美術協

同組合の関係団体との意見調整はさせていただきました。  

 

 小花委員，疑義があるということですか。  

 

 そう で すね。 大 きな広 告 物にな る と，彩 度 １０を 全 面に使った

りする と 非常に 強 いもの が 目に飛 び 込んで く る形と な り，ちょっ

と強すぎるかと思います。  

 特に 黄 色，赤 系 では， 彩 度１０ と いうと か なり強 い ので，彩度
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１０を 変 えない の であれ ば ，大き さ や範囲 を 制限す る 必要がある

のではないでしょうか。  

 

今のや り 取りを 聞 いてい る と，こ の 「１／ ３ を超え る 部分」 と

いうのはどういう意味なのか。この表現はいらないのではないか。

要するに何でも使えるということではないのですか。  

 

 今回 の 屋外広 告 物の色 彩 制限に つ いては ， 文字の 裏 側の盤面を

地色と い いまし て ，その 地 色の彩 度 を制限 し ようと す るものであ

ります 。 資料１ － ２をご 覧 いただ き たいと 思 います が ，左下の図

にあり ま す「う つ のみや 銀 行」と い う図が あ ります が ，この赤色

の部分 ， 高彩度 な 色彩を １ ／３以 内 にして い ただく こ とで考えて

おります。  

  

 なか な か各委 員 の理解 が 十分に で きない の と，一 般 的にもわか

りづら い 部分で は あるの で ，いろ い ろ例示 し ていた だ くとわかり

やすいと思います。  

 

 色彩 制 限の彩 度 １０の 根 拠は， 何 でしょ う か。彩 度 １０は相当

強いので，基準がちょっとゆるいのではないかと思います。  

 

 色彩制限の根拠は，今年策定しました「色彩景観ガイドライン」

をベー ス に規定 し ており ま す。参 考 資料１ を ご覧く だ さい。左下

の図に あ ります よ うに， 彩 度の幅 を 高彩度 や 低彩度 に 分けており

まして ， 高い方 か ら概ね １ ／３を 高 彩度と 色 彩景観 ガ イドライン

では規 定 してお り まして ， この高 彩 度をな る べく控 え ていただこ

うということでの今回の基準となっております。  

  

 この 色 彩景観 ガ イドラ イ ンによ れ ば，彩 度 １０は ， 高彩度に含

まれているのではないでしょうか。  

 

 確か に ，彩度 １ ０は含 ま れてい る ので， こ れらの 考 え方をもう

一度整理しまして，再度，提示したいと考えております。  
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 金沢 の 駅前は ， シンボ ル マーク 以 外は， 彩 度６以 下 に抑えるな

どの制 限 を行っ て いる。 な ぜ，彩 度 ６以下 か という と ，自然界に

は彩度 ６ 以上が な い。そ の ような ， もう少 し わかり や すく，明快

な表現の方がよろしいのではないでしょうか。  

  

 重要な部分ですので，検討していただけますか。  

 

 検討いたします。  

 

 ３点 ほ ど，お 聞 きしま す 。１点 は ご質問 で ，その 他 ２点は要望

であります。  

まずは ， 資料１ － ２の右 下 に手続 き の流れ で ，基準 に 不適合 だ

と，変 更 命令を し ，その 後 ，景観 審 議会と 書 いてあ る が，この景

観審議会で何をするのでしょうか。審議会の役割をお聞きしたい。

要望は ， 緑の保 全 がたく さ ん出て き たので ， 大変結 構 なこと だ

と思い ま す。東 京 に比べ る と非常 に 宇都宮 は 緑が少 な い。ぜひ緑

を増やしてほしい。  

公聴会 の 意見で も ，緑が ほ しいと い うのが あ りまし た が，市 の

回答をみると，「行っていただく」というように地権者や事業者の

方々に お 願いを す ること に なるの か と思い ま すが， 緑 は最初にや

ってお か ないと な かなか 後 からで は 難しい の で，ぜ ひ 緑を増やす

誘導を積極的に行っていただきたい。  

もう一 つ は，歩 道 橋が整 備 される と 伺いま し たが， 良 好な景 観

形成に 歩 道橋は ， 最もそ ぐ わない の ではな い のかと 思 っておりま

す。誰 も 使って い ないよ う な歩道 橋 があり ， 良好な 景 観形成には

相容れ な いもの だ と思い ま すが， ぜ ひだめ だ とは言 い ませんが，

代替案などの検討もお願いしたい。  

 

 手続 き におけ る 景観審 議 会の役 割 ですが ， 今回の 重 点地区を指

定する 上 で，特 定 届出対 象 行為と い うこと で ，従前 の 全域におけ

る規制 で は，勧 告 までと な ってお り ますが ， 変更命 令 ができると

いうこ と で，条 例 の改正 が ともな っ てきま す が，進 め ていこうと

考えて お ります 。 その際 に ，すべ て の案件 で はあり ま せんが，市

の景観 的 に重要 な 要素が 出 た場合 に ，審議 会 でのご 意 見をいただ
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くこと が 出てく る と考え て おりま す 。基本 的 には， 事 務局で事務

を進め て いきま す が，例 え ばシン ボ リック な もので ， 行政だけで

はなく ， 専門家 の 意見を い ただく 場 合が出 て くるこ と が想定され

ますの で ，その よ うな場 合 がでた 場 合に審 議 いただ く ことで考え

ております。  

 

先ほど の 表現と し まして ， 歩道橋 と ご説明 し ました が ，一般 的

な歩道 橋 ではな く て，歩 行 者デッ キ という こ とで， こ の地区は，

駅から ２ 階レベ ル で移動 す ること と なりま す ので， 歩 行者デッキ

を周辺 の 街区へ つ なげる こ とで， １ 箇所考 え ており ま す。こちら

の歩行 者 デッキ に つきま し ても， 景 観的に 配 慮した も ので考えて

おりま し て，普 通 の歩道 橋 ではな く ，歩い て 頂く方 が 安全に歩行

していただけるように歩行者デッキを考えております。  

 

東西自 由 通路か ら 歩いて き て，そ の デッキ に つなが る という こ

とですか。  

 

２階レ ベ ルで交 流 広場が で きる予 定 となっ て おりま し て，そ こ

から周 辺 の街区 に 直接移 動 してい た だける よ うにな る ということ

です。  

 

新幹線の車窓から良く見える位置となる，壁面広告物において，

建物の ３ 階以上 に は建て ら れない 。 という こ とで， 新 幹線の高さ

が３階 ぐ らいな の で，そ こ から上 に は強烈 な 色彩の 広 告物が建て

られないという基準の設定は評価できます。  

しかし ， 現状の 一 番の問 題 点は， 車 窓から 見 た街並 み のスカ イ

ライン が まちま ち である と いうこ と です。 資 料１－ １ を見ていた

だきま す と，東 部 ゾーン の 北側に 住 宅地が あ るので ， 高層ビルと

低層の 住 宅街と の アンバ ラ ンスな 関 係が， 都 市とし て の風格を考

えた場 合 ，高層 ビ ル等が 完 成した 際 にどの よ うなイ メ ージになる

のでしょうか。  

もう一 つ は，規 制 はでき な いと思 い ますが ， 東部ゾ ー ンに今 後

いくつ か のビル が 建つと き に，主 要 な道路 沿 いのフ ァ サードはき

れいに 飾 るが， ビ ルの側 面 はモル タ ルなど が ，露出 し ていたりす
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ること が ありま す 。ビル 同 士が近 接 してい れ ば，見 え ないが，空

間が開 い ている 場 合は， 貧 相な感 じ に見え ま す。こ の ようなビル

の側面 に ついて ， あらゆ る 視点か ら の総合 的 に判断 で きる美とい

うものの基準も必要になってくるのではないでしょうか。  

 

今のご 意 見に関 連 して， こ の地区 の 今の容 積 率，建 蔽 率は， 各

ゾーンごとに何か違いがありますか。  

 

玄関口 と しての 風 格ある 街 並みを 形 成する 基 本的な 考 え方と し

まして は ，行為 の 制限の 中 で，北 部 ゾーン の 駅前広 場 に面する敷

地のみ 最 低１２ ｍ の高さ を 規定し て おりま す 。これ は ，北部ゾー

ン以外 の ゾーン に つきま し ては， あ る一定 の 高さの 建 設が予定さ

れてお り ，北部 ゾ ーンの み が，ま だ 具体的 な 建築物 の 計画が見え

ていない状況であります。  

駅を降りた時に，中央や南部ゾーンはある程度の高さの建物で，

スカイ ラ インが 揃 うこと に なりま す が，北 部 ゾーン だ けが，今の

ままで す と低層 の 建築物 が 建てら れ ること が 可能と な っておりま

すので ， ある程 度 スカイ ラ インを 揃 える意 味 でも最 低 の１２ｍの

高さを 規 定させ て いただ き ，風格 と しての 一 定のス カ イラインを

保つことで考えております。  

 

東部ゾ ー ンの北 側 の住宅 が 密集し て いると こ ろは， ど のよう に

なるのでしょうか。  

 

東部ゾ ー ンの北 側 の住宅 街 につき ま しては ， 現在お 住 まいに な

ってい る ことも あ り，今 す ぐ規制 を かける こ とは難 し いと思いま

すが， 建 築指導 課 と連携 を 図りな が ら，今 後 ，建て 替 えや転売の

際には ， 事前に チ ェック を しまし て ，ある 程 度のス カ イラインに

なるような誘導ができるようにしていきたいと考えております。

今後の 指 導にあ た っては ， 建築指 導 課と連 携 し，指 導 の中で の

要領等 を 作成し ， こと細 か な指導 が できる よ うにし て いきたいと

考えております。  

 

また， 先 ほどの 容 積率な ど の件で ご ざいま す が，中 央 ゾーン に



 
 - 19 - 

 

 

 

 

藤 本 会 長  

 

 

 

 

書 記  

 

 

 

 

 

 

藤 本 会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書 記  

 

 

 

つきま し ては， 建 蔽率が ８ ０％で ， 容積率 が ６００ ％ となってお

ります 。 その他 の ゾーン に つきま し ては， 容 積率４ ０ ０％となっ

ております。  

 

資料１ － ２の（ ５ ）屋外 広 告物の 行 為の制 限 につい て ですが ，

共通基 準 のその 他 の項目 で ，窓面 の 屋外広 告 物の表 示 につきまし

ては， ３ 階以上 の 窓の内 側 から貼 る 広告物 の 表示が 依 然として可

能となることですね。  

 

窓の内 側 の広告 物 につき ま しては ， 屋外広 告 物条例 の 範囲か ら

外れる も のとな っ ており ， これは ， 国の方 で も内側 か らの外に向

けた広告物の扱いについて，課題となっております。  

ただ， 強 い強制 力 はあり ま せんが ， この駅 東 口地区 は ，地区 計

画の中 で ，屋内 広 告物の 設 置につ い ても周 辺 に調和 し た必要最小

限のものとすることと表現しております。  

 

まさにこの広告物が，駅西口の景観を作っているものですよね。

また， そ の下の 項 目で， 広 告物の 光 量を必 要 最小限 と し，点 滅

等をし な いもの と する。 と ありま す が，Ｌ Ｅ Ｄなど の 看板は規制

は難し い のでし ょ うか。 こ の看板 は ，かな り 輝度が 高 く，白昼で

も良く見えるほど強いですね。  

それと ， 全体的 な ことで す が，景 観 形成重 点 地区で は ，この 基

準を守 っ てくだ さ い。守 れ ないと 変 更命令 を します 。 という強い

強制力 を 持たせ る ことで 考 えてい ま すが， 国 土交通 省 の住宅のバ

リ ア フ リ ー の 基 準 が あ り ま す が ，「 こ れ は 守 っ て く だ さ い と い う

基準」 と 「これ が 望まし い という 基 準」の 両 方を作 っ ている。こ

の景観 形 成重点 地 区もこ の ような 基 準の作 り 方はで き ないのでし

ょうか 。 手間は か かりま す が，そ の ような 両 方の基 準 があった方

が良いと思います。  

 

規制基 準 の表記 は ，硬い 形 になっ て しまい ま すので ， 今後実 務

の段階 で は，要 綱 や要領 の 作成， 地 区に関 す るお知 ら せパンフレ

ットで の 誘導， お 願い文 で の具体 的 事例を 紹 介しな が らの誘導な

どを考えております。  
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窓の内 側 の広告 物 に関し て も，基 準 はない け れども 望 ましい あ

り方と し ては， 控 えてほ し い。と い うよう に 誘導を 考 える。先ほ

どのフ ァ ミリー マ ートの 看 板のよ う に，窓 の 内側に 設 置していた

だいて ， 規制は し ていな い けれど も ，ビル 全 体の印 象 としてイメ

ージアップにつながる。ということになります。  

 

景観形 成 の中で ， 緑の部 分 につい て は，重 要 であり ま す。そ の

中で， 緑 の増量 が 必要に な るわけ で すけれ ど も，ど の ように増量

するの か 。公で や る部分 と 個人で や る部分 の 接点を 具 体的にどの

ように や るのか 。 詳細に 決 めてお か ないと 難 しいの で はないでし

ょうか。  

また， 街 路樹な ど は秋に は 葉が落 ち る。掃 除 が面倒 だ 。虫が 湧

く。など，住民からの意見もあります。このような意見に対して，

やはり 必 要な街 路 樹はあ る わけで ， 非常に 難 しいけ れ ども，市と

して緑の必要性を考えていただきたい。  

また， 景 観重点 地 区とな る ために は ，当初 か らきち ん とした 緑

の配置 を 確立し て いただ き たい。 動 線的な 緑 の配置 ， あるいは面

的な緑 の 配置， さ らには ， 樹木の 種 類など も 考慮し ， 全体計画を

考えた方が良いのではないでしょうか。  

また， 街 路樹の 維 持管理 に ついて も ，ただ 単 に剪定 す るだけ で

はなく，樹木の樹形を考慮した剪定も考えた方が良いと思います。

また， 屋 上緑化 な どにつ い ても， 考 え方に 入 れた方 が 良いの で

はないでしょうか。  

 

重点地 区 の指定 に 向けて ， 地区内 の 地権者 の 方々と の 意見交 換

を重ね て きたよ う ですが ， 地権者 は どのよ う な方々 が いるのでし

ょうか。  

また， 今 後，こ の 重点地 区 が大通 り や大谷 地 区など を 予定し て

いるそ う ですが ， 例えば 大 通り地 区 などは ， 様々な 地 権者がいる

ので，この規制内容に耐えられるものなのでしょうか。  

また， 手 続きの 流 れで， 景 観の審 査 で通ら な ければ 建 築がで き

ないと な ると， 建 築基準 法 の改正 に より確 認 検査が 遅 延している

状況で あ るので ， あまり 遅 延しな い ような 柔 軟な対 応 も必要では
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ないでしょうか。  

基準の 中 で，「大 谷 石等」 と いうこ と で，「等 」 には地 域 の材料

として ， 宇都宮 は 有名な 檜 と杉の 産 地でも あ るので ， 木材なども

積極的に取り入れることも考えてみてはどうかと思います。  

最後に ， 駅前の 景 観につ い て，評 判 が悪か っ たのは ， 決して 看

板だけ の 問題で は なく， 駅 前の交 通 やペデ ス トリア ン デッキなど

西口全体の問題で，景観が悪いとなったと解釈しております。  

景観は ， 建物や 看 板をき れ いにす る のも重 要 ですが ， 宇都宮 の

特徴と し て，宇 都 宮丘陵 な どの山 間 や男体 山 などへ の 配慮をする

ことも必要だと思います。  

 

１点目 の 地権者 の 方々に つ きまし て は，東 部 ゾーン の 北側に 個

人宅地があり，南側は病院，ホテルなどがございます。  

土地区 画 整理地 内 では， 個 人の地 権 者ある い は団体 な どがい ら

っしゃいます。  

このよ う な方々 の 土地所 有 者ある い はビル 管 理者な ど と意見 交

換を行ってまいりました。  

２点目 の 規制内 容 につき ま しては ， 駅東口 に 特化し た 内容と な

ってお り ます。 そ のため ， 大通り 地 区を重 点 地区に 指 定する場合

は，改 め て地権 者 の方々 と 意見交 換 を重ね ， 大通り 地 区独自の規

制内容を作っていくことになります。  

３点目 の 手続き に つきま し ては， 細 かい規 制 内容を 審 査して い

くこと に はなり ま すが， な るべく 滞 りない 形 で運用 す ることで考

えております。  

４点目 の 地場産 材 につき ま しては ， 大谷石 だ けでは な く，宇 都

宮市あ る いは栃 木 県など の 地域固 有 の産材 を 活用で き ればと考え

ております。  

最後に ま ちづく り の観点 に つきま し ては， 現 在，景 観 の仕組 づ

くりを 行 ってき て おりま す ので， 庁 内でも 横 断的な 取 組の中で景

観の要 素 も取り 入 れて， ま ちづく り を考え て いきた い と思ってお

ります。  

 

地場産 材 につい て は，宇 都 宮市だ け ではな く ，広く は 栃木県 ま

でを考 え て，例 え ば東口 は ，焼き 物 が多く ， 西口は 大 谷石が多く
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なるよ う なもの に する。 あ るいは ， 色につ い ては日 光 東照宮の色

をアク セ ントに 使 う。日 光 彫など の 技術を 取 り入れ る など，もう

少しワイドに考えると良いと思います。  

 

景観形 成 重点地 区 のエリ ア として ， 東部ゾ ー ンが加 わ ったの は

良いこ と ですが ， もう少 し 広げて ， 鬼怒通 り につい て も，重点地

区に準ずるエリアとして，何かできないでしょうか。  

ご存知 の ように ， すでに こ の鬼怒 通 り沿い に は，風 俗 店が立 地

してい て ，今後 東 口の繁 華 街が広 が って， 風 俗店が さ らに立地し

てくる可能性があります。  

そのた め ，重点 地 区にな ら ないま で も，何 か 景観的 に 指導で き

るような仕組みができないかと思います。  

また， 基 本方針 の 中で， 環 境と共 生 が記載 さ れてい ま すが， こ

れを具 体 的に表 現 するた め にも， 壁 面緑化 や 屋上緑 化 などを盛り

込んだ方が良いと思います。  

また， 自 動販売 機 につい て も，こ の 駅東口 広 場通り に 面した 設

置は， 原 則避け る べきだ と 思いま す 。夜光 っ ていて ， 景観的，環

境との共生の中で，ふさわしくないと思います。  

最後に ， 景観形 成 に対し て ，規制 だ けでは な く，誘 導 するよ う

な助成 制 度など は ないの で しょう か 。例え ば ，大谷 石 などの地場

産材を 積 極的に 使 ってい た だくた め にも， 何 らかの 助 成は必要だ

と思います。  

 

地区の 範 囲につ き まして は ，関係 す る地権 者 の財産 に 関して 一

定の制 限 を加え る もので あ ります の で，基 本 的には 地 区内の地権

者の総意を持って地区を指定していくことで考えております。  

東口の 整 備スケ ジ ュール に 合わせ て ，でき る 限り含 め られる 範

囲とし て ，今回 の 区域と な ったも の であり ま す。今 後 ，この区域

だけで は なく， 委 員ご指 摘 の鬼怒 通 りも含 め て区域 の 拡大を考え

ていき た いと思 っ ており ま す。た だ し，地 権 者の合 意 が必要であ

ります の で，引 き 続き地 権 者の方 々 との意 見 交換も 行 って，規制

内容も含めて検討していきたいと思っております。  

２点目 の 緑化， 自 動販売 機 につき ま しては ， 行為の 制 限とし て

は，細かい規定となっておりませんが，今後，区画整理の中では，
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建物等 の 整備が 進 んでき た 中で， 植 栽など の 計画に つ いても，屋

上緑化なども含めて指導をしていきたいと考えております。  

また， 自 動販売 機 の設置 に つきま し ても， 周 辺に調 和 する色 彩

等に配 慮 するこ と となっ て おりま す ので， こ れらを 記 載すること

によっ て ，指導 が できる こ とにな り ますの で ，光や 色 ，修景など

を指導していきたいと考えております。  

最後に 助 成につ い てであ り ますが ， 経済部 の 方で行 っ ており ま

す，中 心 市街地 の 商店街 に おける 建 物等の フ ァサー ド 整備に対す

る助成 が ありま す 。これ ら を使っ た 景観整 備 も行っ て いるところ

ではあ り ますが ， それ以 外 にも， 景 観整備 に 関する 助 成は必要で

あると 認 識して お ります の で，現 在 庁内で 検 討中し て いるところ

であります。これらが庁内でまとまり，制度が出来た時には， PR

していこうと考えております。  

 

大谷石 の 助成に 関 しては ， 商工会 議 所でも 行 ってい る ものが あ

ります 。 市の中 心 部で， 空 き店舗 に 大谷石 を 使用す る と補助金が

出る。 空 き店舗 を 解消し て ，賑わ い を創出 す るとい う ことで，内

装改造 費 ，家賃 に 対して 補 助金が 出 て，大 谷 石を使 用 するとさら

に上乗 せ で補助 金 が出る 。 このよ う な補助 金 制度が 商 工会議所に

ございます。  

 

上田委員のご指摘にもあるように，まず自動販売機に関しては，

意匠に つ いても 考 えた方 が 良いと 思 います 。 また， 緑 化について

は，屋 上 緑化や 壁 面緑化 な どは， 基 準に入 れ ておい た 方が良いと

思いま す 。敷地 の 緑化は 記 載され て います が ，建物 に 絡む緑化が

記載されていないので，必要ではないでしょうか。  

 

この景 観 審議会 の 頻度が 少 ないた め に，い ろ いろな 意 見が出 て

しまい ま すので ， もう少 し 事務局 の 方で頻 度 を含め て ，考えてい

ただいた方が良いと思います。  

 

それで は ，先ほ ど の色彩 の コント ロ ールの 話 ，緑化 の 件につ い

て，事 務 局の方 で 再度ご 検 討いた だ いて， 対 応して い ただきたい

と思います。  
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今回の 会 議での 答 申は， 保 留とさ せ ていた だ きます が ，これ ら

の答申 に おける 対 応につ い ては， 会 長に任 せ ていた だ くことでよ

ろしいでしょうか。  

 

異議なし。  

 

それで は ，答申 に 関して は ，会長 に 一任す る ことで 対 応いた し

ます。  

 

 続き ま して， 報 告事項 （ １）景 観 施策の 取 組状況 に ついて事務

局より，ご説明をお願いします。  

 

それでは，報告事項（１）「景観施策の取組状況について」ご説

明いたします。  

昨年の 景 観計画 及 び景観 条 例の施 行 から， 様 々な取 組 を行っ て

まいり ま したの で ，これ ら 景観施 策 の取組 状 況につ い て報告した

いと思います。  

まず， 背 景とし ま して， 本 市では ， 景観法 に 基づく 「 宇都宮 市

景観計画」を平成 20 年１月に施行し，本計画に基づいた良好な景

観形成 の 実現に 向 け，実 効 性を高 め るため の 仕組み づ くりを進め

ております。  

また， 第 ５次総 合 計画に お いても 「 魅力あ る 都市景 観 づくり 事

業の推 進 」が重 点 事業に 挙 げられ る など， 景 観形成 の 重要性が一

層高まってきております。  

そのよ う な中， 取 組経過 と しまし て ，昨年 ６ 月の景 観 審議会 を

設置し て から， ９ 月に宇 都 宮市景 観 計画の 策 定・宇 都 宮市景観条

例の公 布 をいた し まして ， １１月 に は，庁 内 の景観 施 策等を検討

する内部組織として，「景観形成推進会議」を設置いたしました。

その後 ， 平成２ ０ 年１月 に 宇都宮 市 景観計 画 ・景観 条 例の施 行

し，６ 月 には「 宇 都宮市 色 彩景観 ガ イドラ イ ン」の 運 用開始，併

せて， 公 共事業 に おける 景 観形成 に 向けた 取 組体制 の 確立を目指

し，説明会を開催し，また７月には屋外広告物条例の改正を行い，

宇都宮 市 景観ア ド バイザ ー 制度の 運 用も開 始 したと こ ろでござい
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ます。  

 詳し い 取組の 内 容とし ま して， ま ず，景 観 形成の 重 要な要素と

なる「 色 彩」と 「 屋外広 告 物」に つ いて， そ れぞれ 誘 導基準の策

定や， 規 制の見 直 しなど ， 具体的 な 基準等 を 整理し ， 景観計画の

実現性 を 高める 施 策を展 開 してお り ます。 一 つ目は ， 色彩景観ガ

イドラ イ ンであ り ますが ， 参考資 料 ３をご 覧 いただ き たいと思い

ます。これは，景観計画で定める「行為の制限」のうち，特に「色

彩」に つ いて具 体 的な誘 導 基準を 示 し，色 彩 の基本 的 な考え方や

景観特 性 に応じ た 建築物 等 の推奨 色 彩の範 囲 を示し ， 民間施設や

公共施 設 の色彩 を 誘導す る ととも に ，広く 市 民に向 け た手引書と

して活 用 するこ と を目的 に 策定い た しまし た 。今年 の ６月から運

用を開始しております。  

内容に つ きまし て は，左 側 にあり ま すよう に 「宇都 宮 市景観 計

画」を 具 体的に 運 用して い くため の 「色彩 」 につい て ，誘導して

いこうとするものであります。  

景観計 画 でゾー ン ニング し た５つ の ゾーン に 合わせ ま して， 推

奨色彩 の 範囲を 示 してお り ます。 特 に地域 を 自然地 と 市街地に分

類しま し て，基 調 色や強 調 色，ア ク セント 色 などを 使 いまして，

メリハリのある色彩景観を目指すものであります。  

具体的 な 推奨範 囲 につい て は，右 上 にあり ま すよう に マンセ ル

色票を使いまして色彩の範囲を表しております。  

また， 公 共施設 に つきま し ても， 色 彩景観 ガ イドラ イ ンによ る

誘導を行っていくことで考えております。  

以上が色彩景観ガイドラインになります。  

続きまして，参考資料４の屋外広告物条例の改正でありますが，

景観計 画 の基本 方 針に合 わ せまし て ，これ ま での市 内 一律の規制

から， 景 観特性 に 応じた 規 制へと 改 正し， あ わせて ， 地区指定制

度や広告物管理者の設置の義務化を盛り込んだものであります。

左下に あ ります よ うに， 第 １種許 可 地域か ら 第３種 許 可地域 ま

での４ つ の地域 に 分けま し て，地 域 特性に 応 じた規 制 ・誘導を図

ろうと す るもの で ありま す 。別紙 を ご覧く だ さい。 屋 外広告物の

規制図 で ありま す が，左 側 が従前 の 規制図 と なって お りますが，

禁止地 域 以外は ， 一律の 許 可基準 と なって い ました が ，右側の改

正後の 規 制図の よ うに， ４ つの地 域 に分類 し た規制 に 見直してお
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ります。  

 また ， 中央の 下 にあり ま すよう に 特別地 区 制度の 創 設を行いま

した。 こ れは， 景 観計画 に おける 景 観形成 重 点地区 な どに対応す

るため ， 広告物 に おける 景 観形成 地 区とし て 指定が で きる制度で

ありま す 。また ， 逆に規 制 を緩め て ，賑わ い を創出 し たり，街に

活力を 与 える広 告 物活用 地 区も併 せ て創出 し ，地域 特 性に応じた

規制・誘導を行うことで考えております。  

続きまして，（２）景観形成のための推進組織の充実であります

が，景 観 を構成 す る重要 な 施設は ， 民間施 設 のみな ら ず，公共施

設の占 め る割合 が 高く， ま た，建 築 物や道 路 ，河川 等 多岐にわた

るため ， 庁内関 係 課との 十 分な連 携 を図る 必 要があ り ます。その

ため， 庁 内の横 断 的な協 議 体制を 構 築し， 景 観施策 の 実現化を図

ってい く ことで 考 えてお り ます。 ま ずは， 景 観施策 全 般に関する

庁内検 討 組織の 設 置とし ま して， 昨 年１１ 月 に「景 観 形成推進会

議」を 設 置しま し て，延 べ ６回開 催 してお り ます。 次 に，公共事

業の景 観 形成に 関 する取 組 体制の 確 立とし ま して， 全 庁に向けた

景観施 策 の説明 会 及び事 業 実施予 定 の照会 を 実施し ， ７月から景

観形成に係る協議を開始する予定であります。  

続きまして，（３）支援制度の充実でありますが，市民・事業者

との協 働 による 良 好な景 観 形成の 実 現性を 高 めるた め 支援制度等

の充実 を 図ろう と するも の であり ま す。景 観 の専門 的 知識を有す

る者を 景 観アド バ イザー と して登 録 し，案 件 に応じ て 適切にアド

バイザーを派遣する制度を創設し，７月から運用開始いたします。

 以上で，景観施策の取組状況についての説明を終わります。  

 

事務局 か らの説 明 が終わ り ました 。 ご質問 ・ ご意見 等 ありま し

たらお願いします。  

 

ご意見もないようですので，報告事項（１）「景観施策の取組状

況についてはよろしいでしょうか。  

 

異議なし。  

 

続きまして，５．「その他」の事項に入ります。  
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 事務局より何かございますか。  

 

 先ほ ど 会長か ら お話が あ りまし た ように ， 委員の 皆 様からのご

指摘を 再 度検討 い たしま し て，そ の 後，会 長 との協 議 をさせてい

ただき ま して， 答 申をい た だくこ と で考え て おりま す ので，よろ

しくお願いします。  

 

委員の皆様から何かありますでしょうか。  

 

 意見なし。  

 

それで は ，これ を もちま し て第２ 回 宇都宮 市 景観審 議 会を閉 会

いたします。長時間のご審議ありがとうございました。  

 

終了  

 


